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「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」に
選
定

戸
隠
中
社
・
宝
光
社
地
区

　
中
社
・
宝
光
社
地
区
が
「
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
」
に
選
定
さ
れ
、
本
年
二
月

二
十
三
日
、文
化
庁
の
告
示
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
昭
和
五
十
年
の
文
化
財
保
護

法
の
改
正
に
よ
っ
て
発
足
し
た
も
の
で
、
城
下

町
、
宿
場
町
、
門
前
町
な
ど
全
国
各
地
に
残
る

歴
史
的
な
集
落
・
町
並
み
の
保
存
を
図
る
こ
と

が
目
的
と
さ
れ
ま
す
。

戸
隠
地
区
は
、
標
高
一
〇
〇
〇
ｍ
以
上
の
高

地
に
展
開
し
、
戸
隠
神
社
を
中
心
と
し
た

七
十
七
．三
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
亘
る
「
高
距（
標

高
が
高
い
の
意
）信
仰
集
落
」で
、
宿
坊
群
と
し

て
は
全
国
で
初
め
て
の
選
定
と
な
り
ま
し
た
。

選
定
に
向
け
て
長
野
市
と
地
区
内
の
住
民
で

構
成
さ
れ
た
「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
が
中
心

と
な
り
、
様
々
な
研
修
会
、
ま
ち
づ
く
り
の
先

進
事
例
の
視
察
等
を
重
ね
、
地
区
の
伝
統
的
建

築
物
の
保
存
に
向
け
て
の
住
民
の
同
意
の
も
と

申
請
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

キ
リ
ス
ト
教
の
修
道
院
や
比
叡
山
、
高
野
山

の
よ
う
に
宗
教
者
た
ち
が
、
世
間
と
隔
絶
さ
れ

た
施
設
を
中
心
に
修
行
を
行
う
と
い
う
こ
と
が

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
戸
隠

は
、
山
岳
修
験
道
の
聖
地
と
し
て
の
一
面
の
ほ

か
宗
教
者
以
外
の
生
活
の
場
と
し
て
の
集
落
か

ら
な
り
、
全
国
的
に
見
て
も
稀
有
な
存
在
で
あ

る
と
言
え
ま
す
。

歴
史
的
に
は
、
古
く
か
ら
の
戸
隠
信
仰
の
も

と
、
近
世
以
降
、
信
州
を
中
心
と
し
て
各
地
に

形
成
さ
れ
た
戸
隠
講
の
参
詣
者
の
た
め
の
宿
坊

が
発
展
し
、
国
内
有
数
の
宗
教
施
設
で
あ
る
善

光
寺
へ
戸
隠
道
で
結
ば
れ
、
戸
隠
・
善
光
寺
両り

ょ
う

詣も
う

で
の
信
者
も
増
加
す
る
な
ど
宿
坊
の
大
規
模

化
が
進
み
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
江
戸
時
代
（
戸
隠
が
顕
光
寺
と

い
う
寺
院
だ
っ
た
時
代
）
以
来
の
地
割
が
保
た

れ
、
門
前
町
の
中
心
を
な
す
神
社
、
旧
別
当
家

（
寺
務
を
統
括
す
る
長
官
）・
宿
坊
が
、
石
垣
、

生
垣
、
そ
し
て
在
家
と
呼
ば
れ
る
農
家
、
職
人

等
の
住
宅
等
と
一
体
と
な
っ
て
歴
史
的
風
致
を

形
成
し
、
我
が
国
に
と
っ
て
価
値
が
高
い
も
の

と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
中
社
と
宝
光
社
の
境
内
及
び

宿
坊
群
を
中
心
と
す
る
門
前
町
と
、
両
社
を
繋

ぐ
道
（
神か

ん

道み
ち

）
な
ど
を
そ
の
範
囲
と
し
、
共
に

仁
王
門
跡
の
内
側
の
参
道
沿
い
に
宿
坊
群
が
、

仁
王
門
跡
の
外
側
か
ら
宿
坊
群
の
周
縁
に
在
家

の
住
宅
が
景
観
を
な
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
住

宅
は
、
元
は
茅
葺
、
平
入
を
基
本
と
し
、
雪
対

策
と
し
て
軒
を
深
く
と
り
（
せ
が
い
造
り
）、

床
を
高
く
張
る
形
式
を
残
し
て
お
り
、
宿
坊
は

客
殿
部
と
庫
裏

部
か
ら
な
り
、

そ
の
多
く
は
客

殿
部
正
面
に
向こ

う

拝は
い

を
設
け
、
神

前
の
間ま

で
は
現

在
も
戸
隠
講
の

参
詣
者
の
為
の

祈
祷
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
庭

園
で
は
高
地
の

特
色
で
も
あ
る
様
々
な
高
山
植
物
の
姿
を
目
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

宝
光
社
地
区
は
、
終
戦
直
後
と
昭
和
四
十
五

年
の
二
度
に
わ
た
る
大
火
に
よ
り
、
多
く
の
宿

坊
、
在
家
が
被
災
し
ま
し
た
が
、
江
戸
以
来
の

地
割
を
維
持
し
た
ま
ま
復
興
さ
れ
ま
し
た
。

重
伝
建
地
区
指
定
を
受
け
、
歴
史
的
に
価
値

の
あ
る
街
並
み
を
伝
承
す
べ
く
、
地
域
住
民
が

一
体
と
な
っ
た
魅
力
あ
る
街
並
み
づ
く
り
が
期

待
さ
れ
、
訪
れ
る
人
々
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
、

安
ら
ぎ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
茅か

や

葺ぶ
き

屋

根
の
補
修
や
電
柱
の
地
中
化
、看
板
の
規
格
化
、

イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
の
作
製
等
の
事
業
が
計
画
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

戸
隠
講
々
員
と
崇
敬
者
の
皆
様
の
熱
心
な
信

仰
の
も
と
、永
ら
く
受
け
継
が
れ
て
き
た
文
化
、

街
並
み
、
自
然
が
調
和
し
、
地
域
の
住
民
が
誇

り
を
も
っ
て
皆
様
を
お
迎
え
で
き
る
よ
う
、
こ

の
度
の
指
定
が
大
き
な
契
機
と
な
る
こ
と
と
確

信
い
た
し
ま
す
。

戸
隠
神
社
で
は
、
境
内
地
建
物
及
び
参
道
の

整
備
、
宝
物
館
で
の
文
化
財
の
公
開
な
ど
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
皆
様
の
ご
登
拝
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」に
選
定

宝光社地区と戸隠連峰

中社鳥居前と横大門通りの街並み（宝光社地区と戸隠連峰の写真共に「まちづくり協議会」提供）

宝光社社殿　当神社内で唯一の江戸期の造り



二
十
年
を
経
て
（
年
数
諸
説
）
京
都
へ
帰
り
ま
し
た
。

　

法
然
か
ら
の
教
え
を
人
々
に
伝
え
て
い
る
だ
け

で
、
自
ら
が
開
宗
し
た
と
い
う
意
識
の
な
い
聖
人

は
、
非
僧
非
俗
の
ま
ま
、
自
ら
の
寺
を
欲
す
る
こ
と

も
な
く
、
弘
長
二
年（
一
二
六
二
）九
十
歳
に
て
入
滅
。

　

浄
土
真
宗
教
団
と
寺
院
を
現
在
に
近
い
形
に
し
た

の
は
、
後
の
第
八
世
蓮
如
な
ど
で
し
た
。

戸
隠
参
詣
の
背
景

　

戸
隠
山
は
岩
戸
開
き
に
ご
功
績
の
あ
っ
た
神
々

と
共
に
、
水
の
神
と
し
て
絶
大
な
霊
力
を
持
つ
九

頭
龍
大
神
が
鎮
ま
る
霊
山
で
す
。
戸
隠
山
を
源
流

と
す
る
鳥
居
川
は
、
や
が
て
信
濃
川
と
な
り
大
地

を
潤
し
、
生
命
を
育
む
。
故
に
越
後
の
人
々
は
古

来
よ
り
戸
隠
参
詣
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
当
時
の
旅
は
危
険
が
多
く
、
地
域

挙こ
ぞ

っ
て
の
参
詣
旅
で
事
故
、
災
難
に
遭
う
と
多
人

数
を
失
う
事
に
な
り
、
ま
た
費
用
と
日
数
も
大
き

な
負
担
で
あ
っ
た
為
、
費
用
を
出
し
合
い
、
少
人

数
の
当
番
を
参
詣
に
送
り
出
す
代
参
講
が
普
及
し

ま
し
た
。
当
番
は
道
中
の
危
険
と
日
数
を
負
担
し

参
詣
を
果
た
す
の
で
、
出
立
、
帰
着
に
際
し
て
は

行
事
が
行
わ
れ
、
地
域
は
戸
隠
大
神
の
御
利
益
に

与あ
ず
か

っ
た
の
で
す
。

　

直
江
津
で
も
同
様
の
行
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、

叡
山
時
代
よ
り
戸
隠
の
名
に
憶
え
の
あ
る
聖
人
は
、

同
じ
天
台
宗
の
戸
隠
に
改
め
て
強
い
関
心
を
抱
い

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
戸
隠
ま
で
は
凡
そ
八
十
㎞
、

一
日
に
歩
け
る
距
離
が
三
十
～
四
十
㎞
程
と
す
れ

ば
一
泊
二
日
の
行
程
。
中
間
地
点
の
妙み
ょ
う

高こ
う

辺
り
に

は
袈
裟
掛
け
の
松
、
大
蛇
済
度
な
ど
の
伝
承
が
あ

り
、
聖
人
の
宿
泊
地
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
戸
隠
か

ら
二
十
㎞
程
先
に
は
善
光
寺
が
あ
り
、
両
詣
が
効

率
良
く
可
能
で
、
夫
々
に「
壱
百
日
間
御
参
籠
」の
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慶
応
四
年
（
明
治
元
年
・
一
八
六
八
）
明
治
新
政

府
が
神
仏
判
然
令
を
発
布
す
る
ま
で
、
戸
隠
神
社
は

「
戸
隠
大
権
現
」
或
は
「
戸
隠
山
顕
光
寺
」
と
寺
号

を
用
い
、
長
年
に
亘
り
神
仏
習
合
の
状
態
で
し
た
。

　
戸
隠
山
中
で
は
、
修
験
者
が
抖と
そ
う擻

、
籠ろ
う

山ざ
ん

な
ど
の

行
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
時
代
、

越
後
直
江
津
に
流
罪
と
な
っ
て
い
た
親
鸞
聖
人
が
、

赦
免
さ
れ
た
後
に
戸
隠
山
を
参
詣
し
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

親し

ん

鸞ら

ん

聖し
ょ
う

人に

ん

　

浄
土
真
宗
の
宗
祖
。
承
安
三
年
（
一
一
七
三
）
誕

生
。
父
は
公
家
「
日
野
有あ
り
の
り範

」。
九
歳
で
出
家
得
度
、

天
台
宗
の
比
叡
山
延
暦
寺
で
二
十
年
間
修
業
。

二
十
九
歳
の
時
、
叡
山
を
下
り
、「
本
願
念
仏
こ
そ

す
べ
て
の
人
を
救
う
法
で
あ
る
」
と
説
く
法
然
上
人

（
浄
土
宗
の
祖
）
の
弟
子
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
教
義
は
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
称
え
さ
え

す
れ
ば
、
極
悪
犯
罪
者
が
優
先
し
て
極
楽
往
生
で
き

る
の
だ
と
の
解
釈
も
可
能
で
、
当
時
の
仏
教
界
に
は

「
社
会
秩
序
を
乱
す
恐
れ
あ
り
」
と
の
危
惧
が
あ
り
、

弟
子
の
一
部
の
戒
律
無
視
や
信
者
に
よ
る
悪
事
の
噂

の
影
響
も
重
な
り
、
建
永
二
年
（
一
二
〇
七
）
専
修
念

仏
停ち
ょ
う

止じ

と
い
う
後
鳥
羽
上
皇
の
院
宣
が
下
り
ま
し

た
。
破
戒
の
弟
子
は
斬
首
の
刑
に
、
僧
籍
を
は
く
奪

さ
れ
た
法
然
は
土
佐
へ
（
老
齢
の
為
、
実
際
は
讃

岐
）、
同
じ
く
聖
人
は
越
後
（
新
潟
県
）
直
江
津
へ

流
罪
と
な
り
ま
し

た
。
聖
人
は
、
四
年

後
の
建
暦
元
年

（
一
二
一
一
）
赦
免
と

な
り
、
建
保
二
年

（
一
二
一
四
）
常
陸
（
茨

城
県
）
へ
、
十
～

戸
隠
去
来
抄

第
六
回

親
鸞
聖
人
の

　
　
　
戸
隠
参
詣

伝 親鸞聖人尊像　戸隠を訪れた四十歳ころのお姿と伝わる。　（中社　武井家蔵）

豊岡の桂の木

高妻山頂に来迎された阿弥陀如来の図（中社　武井家蔵）

�

武
井
芳
久

�

（
戸
隠
神
社
講
社
聚
長
）

高
妻
山
：　

聖
人
参
詣
当
時
、
奥
社
が
在
る
戸
隠
山
は

表
行
場
と
位
置
付
け
ら
れ
、
諸
神
仏
湧
出
の
霊
窟

「
三
十
三
窟
」
を
拠
点
に
抖
擻
行
、
籠
山
行
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
対
し
て
高
妻
山
は
裏
行
場
と
さ
れ
、
岩

壁
に
金
剛
界
・
胎
蔵
界
の
曼
荼
羅
を
観
じ
、
峰
路
に
十

仏
が
配
さ
れ
、
登
拝
に
よ
り
心
身
を
浄
化
し
、
無
垢
の

状
態
に
戻
る
再
生
、
蘇
り
の
行
場
で
、
神
仏
に
近
づ
く

こ
と
が
で
き
る
高
位
な
霊
山
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
頂
に
は
阿
弥
陀
如
来
が
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
聖

人
は
苦
行
の
末
登
拝
し
、
一
心
に
読
経
す
る
と
彼
方
の
雲

中
よ
り
如
来
が
来
迎
し
た
と
云
い
ま
す
。
こ
う
し
た
山
中

で
の
体
験
こ
そ
が
戸
隠
参
詣
の
目
的
で
あ
っ
た
と
さ
れ
ま

す
。

　

余
談
で
す
が
、
高
妻
山
は
深
田
久
弥
が
選
ん
だ
日
本

百
名
山
の
一
座
で
あ
る
の
で
、
百
座
完
登
を
目
指
す
登
山

者
は
必
ず
訪
れ
て
い
ま
す
。

念
仏
池
：　

越
後
道
（
越
後
か
ら
戸
隠
へ
の
参
詣
道
で

現
在
の
黒
姫
～
戸
隠
間
の
旧
道
）
沿
い
に
在
る
小
池
。

　

聖
人
が
不
思
議
な
気
配
に
誘
わ
れ
林
に
踏
み
入
れ
る

と
、
小
池
が
あ
っ
た
。
念
仏
を
唱
え
る
と
、
応
え
る
よ
う

に
池
底
が
湧
き
あ
が
り
、
念
仏
を
止
め
る
と
鎮
ま
る
。
戸

隠
権
現
の
霊
験
顕
著
と
深
く
感
謝
し
、
念
仏
池
と
名
付

け
た
と
さ
れ
ま
す
。
奥
院
（
奥
社
）
中
院
（
中
社
）
宝

光
院
（
宝
光
社
）
な
ど
で
は
、
明
治
初
年
の
神
仏
分
離

以
降
、
僧
侶
の
参
詣
を
偲
ぶ
物
は

払
拭
さ
れ
、
所ゆ
か
り縁

の
も
の
は
見
当

た
り
ま
せ
ん
が
、
越
後
の
上
杉
と

甲
斐
の
武
田
の
戦
乱
を
避
け
、
隣

村
小
川
の
筏い
か
だ
が
み
ね

ヶ
峰
に
三
十
年
間
戸

隠
三
院
を
移
し
た
際
、
其
の
地
に

念
仏
池
と
称
す
る
小
池
を
設
け
ま

し
た
。
こ
の
池
の
再
現
と
も
さ
れ
、
当
時
の
戸
隠
一
山
が

聖
人
参
詣
を
重
く
見
て
い
た
証
左
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

御
参
籠
宿
坊
：　

戸
隠
で
は
中
院
宿
坊
の
中
道
坊
行
勝

院
（
現
在
の
当
家
）
に
滞
在
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
妻
山
上
に
来
迎
さ
れ
た
阿
弥
陀
如
来
の
図
、
聖
人

御
影
な
ど
、
法
宝
物
数
点
と
縁
起
を
伝
え
て
い
ま
す
。

豊
岡
の
桂
の
木
・
清
水
井
戸
：　

有
縁
に
よ
り
数
日
間

滞
在
さ
れ
た
河
原
家
を
辞
す
る
際
、
妻
が
女
人
往
生
に

つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
聖
人
は
携
え
て
い
た
桂
の
木
の

杖
を
庭
に
挿
し
、
こ
の
杖
が
根
付
け
ば
往
生
間
違
い
な

し
と
さ
れ
ま
し
た
。
や
が
て
桂

の
杖
は
こ
の
巨
木
と
な
り
、
県

の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
聖
人
に
よ
り
井

戸
を
得
た
の
で
清
水
と
改
姓
し

た
と
も
伝
え
ら
れ
ま
す
。

竹
内
家
：　

長
野
市
芋
井
影
山
の
竹
内
家
。
聖
人
の
戸

隠
～
善
光
寺
参
詣
に
際
し
道
案
内
を
務
め
た
と
伝
え
ら

れ
ま
す
。

風
越
の
峰
・
腰
掛
石
：　

長
野
市
芋
井
荒
安
に
風
越
の

峰
と
呼
ぶ
地
が
あ
る
。
戸
隠
・
善
光
寺
往
還
の
小
休
止

の
地
で
あ
り
、
笹
の
葉
を
重
ね
て
六
字
名
号
を
描
き
、
随

行
の
者
に
念
仏
を
説
い
た
と
伝
わ
り
ま
す
。
こ
の
笹
文

字
を
模
し
た
掛
け
軸
が
善
光
寺
堂
照
坊
に
寺
宝
と
し
て

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

善
光
寺
：　

本
堂
内
に
親
鸞
松
。
境
内
に
聖
人
爪
彫
り

阿
弥
陀
如
来
。
松
を
捧
げ
る
聖
人
の
銅
像
。
堂
照
坊
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

広
ま
っ
て
い
た
善
光
寺
信
仰
を
教
え
に
取
り
入
れ
た

様
子
も
伺
え
ま
す
。

　

ま
た
、
直
江
津
か
ら
百
五
十
㎞
程
離
れ
た
新
潟
市
方

面
に
は
「
越
後
七
不
思
議
」
と
総
称
さ
れ
る
旧
跡
が
点

在
し
、
聖
人
の
足
跡
と
さ
れ
て
い
る
。
不
思
議
な
伝
承
も

多
い
が
、
聖
人
を
迎
え
た
地
域
の
人
々
の
強
い
敬
慕
の
想

い
か
ら
か
、
八
百
年
の
長
き
に
亘
り
、
守
り
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
京
都
、
越
後
、
戸
隠
、
善
光
寺
、
常
陸
の
足

跡
は
、
宗
祖
親
鸞
、
或
は
人
間
親
鸞
に
遇
お
う
と
多
く

の
人
が
辿
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

　
此
の
山
に
百
夜
住
居
を
な
す
な
ら
ば

　
鏡
も
我
を
照
ら
し
た
ま
わ
ん

　
戸
隠
の
杉
間
に
移
ら
ふ
月
影
は

　
心
の
玉
を
磨
け
と
ぞ
思
ふ

聖
人
の
御
詠
歌
二
首

付
近
の
旧
跡

縁
起
が
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。（『
親
鸞
聖
人

正
統
伝
』で
は
戸
隠

三
十
七
日
間
、善
光
寺

十
七
日
間
と
さ
れ
る
）

『二十四輩順拝図会』
全十巻。享和三年
（一八〇三）初版発行。
京都～越後～信濃～
常陸の旧跡などを紹介
する。左は戸隠の項。
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